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タ
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梅
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と

台
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水

量
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６
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サ
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握
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、
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結
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下

水

道

事
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に
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し

て

い

き

ま

す
。
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セ ン サ ー が 反 応 し た ら 、
ど う す る の ？

令和７年７月発行

～ 下 水 道 に 関 す る 実 証 実 験 開 始 ～

ど ん な と こ ろ で
実 験 を す る の？

実証実験場所の１つに選ばれたのは、

八代町の教育プラザ南東側交差点に

あるマンホール。

ここは、大きな下水道管が合流する

最後の地点で、一番水量が多い場所

で、汚水がマンホールからあふれる

可能性が高い場所です。

教育プラザ

富士警察署

センサーが規定以上の水量を感

知すると、担当職員にメールが

自動送信されます。

そのメールをもとに、マンホー

ルから汚水があふれて、周辺汚

染や道路障害がおこらないよう

に、下水処理施設の能力を調整

します。

⇑ 取付作業の様子 ⇒

センサー

発信機


